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This paper describes modification of the inhibitory effects of fruiting bodies of Auricularia polytricha (cloud ear
mushroom) on postprandial blood glucose elevation in mice when cultivated on different media. A significant
suppression of blood glucose level was identified for fruiting bodies cultivated on medium containing 75% bagasse
and 20% rice bran. It was thus clarified that the medium composition can influence the level of suppression of blood
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アラゲキクラゲ（Auricularia polytricha）は，キクラゲ

科キクラゲ属のキノコであり，中華料理のキクラゲとして

知られる独特の食味・風味を持つ身近な食材である1）．その

消費量のほとんどを中国からの輸入に頼っているため，近

年では食の安全性の観点から国産栽培品の増産への期待が

高まっている2）3）．今日，資源再利用あるいは未利用副産物

の有効利用を目的としたキノコ栽培が注目されるなか4）5），

我々は，これまで焼酎粕やでん粉粕などの食品製造残渣を，

エリンギ6），ヤマブシタケ7）8）やヒラタケ9）10）などのキノコ栽

培用の培地基材および栄養剤として有効利用する研究を進

めてきた．最近，アラゲキクラゲについても，発酵バガス

や黒糖焼酎粕を培地に加えることにより，従来培地に比べ

高い収量で子実体が得られることを見出した11）．

一方，食による生活習慣病予防への関心の高まりを受け，

キノコは機能性食材としても注目を集めている12）．アラゲ

キクラゲについても，抗酸化性・脂肪蓄積抑制作用13），抗腫
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瘍作用14）や免疫調節作用15）などの機能性が報告されてい

る．さらに未利用資源を含む培地で栽培したキノコにおい

て特定の機能性が向上する場合があることも知られてお

り，リンゴなどの剪定材を含む培地で栽培した鹿角霊芝の

脂質代謝調節作用16）や機能性多糖体17）についての研究があ

る．霊芝については子実体ではなく菌糸体培養物ではある

が，2型糖尿病マウスに対する血糖上昇抑制作用18）19）が認

められている．これまで我々は焼酎粕や発酵バガスなどの

食品製造残渣をヤマブシタケやアラゲキクラゲの栽培培地

に利用することにより，子実体のマクロファージに対する

抗炎症作用の促進8）や機能性成分の β-グルカン含量が増

大11）することを報告してきた．

本研究では，発酵バガスや焼酎粕を含む培地で栽培した

アラゲキクラゲ子実体をマウスに経口投与し，マウスの血

糖値上昇に及ぼす影響を調べた．

1． 実験方法

（1）試 料

既報7）∼11）にしたがい，アラゲキクラゲ（アラゲキクラゲ

89号，森産業（株））の菌糸を，子実体形成に適した培地配

合条件を基本に，発酵バガス・黒糖焼酎粕などの基材・栄

養剤および pH調整剤を含む培地（表 1）に接種し，恒温湿

度条件で 160 日間11）栽培した子実体を用いた．得られた子

実体は温風乾燥機（50∼60℃）を用いて乾燥後，粉砕し粉

末試料とした．

（2）マウス血糖上昇抑制作用の測定

各試料をでんぷんと共にマウスに投与し，投与後の血糖

値を経時的に測定した．

ⅰ）試験動物：6週齢の ICR系雄マウス（日本エスエル

シー（株））を 1週間予備飼育し，でんぷんのみ 2 000mg/kg

の用量で投与する対照群と各試料およびでんぷんをそれぞ

れ 2000mg/kg の用量で投与する試験群を設定した．各群

の動物数は 6匹とした．なお，本研究は一般財団法人日本

食品分析センター多摩研究所動物実験倫理規定に基づき，

動物実験倫理委員会の承認を得て実施された．

ⅱ）試験液の調製：各粉末試料に注射水を加え，100

mg/mL の懸濁液を調製した．でんぷんを注射水で懸濁し

た後，加熱して 200mg/mL の溶液を調製し，試料懸濁液

と 1：2 の割合で混合し，それぞれ 66.7mg/mLを含む試験

液を調製した．

ⅲ）群分けおよび投与：マウスを 20時間絶食させた後，

血糖値を測定し，群間でばらつきが生じないように群分け

を行った．胃ゾンデを用いて 30mL/kg の投与容量で各試

験液を単回経口投与した（試料およびでんぷん投与量とし

て，それぞれ 2000mg/kg）．

ⅳ）血糖値の測定：投与時を 0分とし，30 分，60 分，90

分および 120 分に尾採血し血糖値をアキュチェックアビバ

（ロッシュ・ダイアグノスティクス（株））を用いて測定し

た．投与時の血糖値を通る時間軸に平行な直線と血糖値曲

線に囲まれた面積を示す曲線下面積（AUC）を算出した．

統計処理には StatLight（ユックムス株式会社）を用い，

Tukey-Kramer 法による各群の多重比較を行った．

2． 実験結果

（1）マウス血糖上昇抑制作用の測定結果

ⅰ）血糖値

いずれの試験群においても投与後 30 分に血糖値は上昇

し，対照群およびアラゲキクラゲA1群では 60 分以降，そ

の他の群では 90 分以降徐々に低下する傾向が認められた

（図 1 上）．各投与後経過時間における統計検定の結果，投

与後 30 分の時点でのみ血糖値は対照群と比較して，アラ

ゲキクラゲA1 群（p<0.05），A3 群（p<0.05）および A4

群（p<0.01）で有意な低値を示した．

ⅱ）AUC

アラゲキクラゲ子実体 A2 群を除き，AUC は対照群に

対して低下傾向を示したなかで，A1群のAUCは，対照群

および A2 群に対して有意に低い値（p<0.05）であった（図

1下）．

3． 考 察

本研究は，食品製造における副産物の発酵バガスや焼酎

粕をキノコ栽培の培地に用いることにより，資源の有効利

用とともにキノコ子実体の機能性の向上をはかるものであ

る．ここで用いた発酵バガスは，サトウキビ搾汁残渣を屋

内で 2ヶ月間発酵させたもので，（1, 4）-β-D-グルカンのセ

山内・他：アラゲキクラゲ培地組成と血糖値 471（ 39 ）

表 1 アラゲキクラゲ栽培用培地の組成

子実体
培地組成（乾物重量%）

発酵バガスa 広葉樹おが屑a 黒糖焼酎粕b 甘藷焼酎粕b 米糠b 貝化石c

A1 アラゲキクラゲ 75 − − − 20 5

A2 アラゲキクラゲ − 75 − − 20 5

A3 アラゲキクラゲ 75 − − 20 − 5

A4 アラゲキクラゲ − 75 − 20 − 5

A5 アラゲキクラゲ 85 − 10 − − 5

a：培地基材

b：培地栄養材

c：pH調整剤



ルロースや高分子フェノール性化合物のリグニンなどの繊

維素や木質素とも言われる複雑な高分子化合物がある程度

分解を受けた状態にある9）．一方，焼酎粕は，甘藷や麦など

のでんぷん原料が麹および酵母による発酵を経て，アル

コール留去後のクエン酸をはじめとした有機酸や各種アミ

ノ酸およびミネラルなどを豊富に含む優れた栄養材料であ

る9）．

マウスに対する血糖上昇抑制作用は，AUC の値で比較

したとき，発酵バガスを含む培地で栽培したアラゲキクラ

ゲA1，A3および A5 はすべて低下傾向を示したのに対し

て，発酵バガスを含まない培地で栽培したA2 と A4 には

ほとんど効果が認められていない（図 1下）．しかし，発酵

バガス 75% と米糠 20% を含む培地で栽培したA1 は対照

に比して有意に血糖上昇抑制作用が認められたのに対し，

米糠を含まないA4 と A5 には有意差が認められなかった

ことから，発酵バガス，米糠由来の両成分が関与している

可能性が考えられた．

キノコの血糖上昇抑制作用に関する研究は限られている

なか，霊芝の菌糸体培養物の作用として，in vitroにおいて

α-グルコシダーゼ活性を阻害するとの報告18）がある．キ

ノコ子実体の熱水抽出液について in vitroでの α-グルコシ

ダーゼ活性に対する阻害作用をスクリーニングした報告22）

によると，アラゲキクラゲは含まれていないが，いくつか

のキノコに作用成分の一つとしてノジリマイシン類縁体の

関与が示唆されている．今回のアラゲキクラゲ子実体試料

に関しては，50%エタノール抽出液ではあるが，α-グルコ

シダーゼ活性に対する阻害作用はまったく認められていな

い（（一財）日本食品分析センターに測定を依頼した結果で

データは示さず）．アラゲキクラゲの血糖上昇抑制作用に

ついては，熱水抽出液に含まれる高粘性の食物繊維が，グ

ルコースを物理的に束縛する作用を示唆した in vitroの研

究23）があるのみである．

キノコによる血糖上昇抑制作用の機序に関する in vivo

での研究としては，霊芝菌糸体が19），肝臓での糖輸送に係わ

るグルコーストランスポーターや解糖系酵素の活性上昇お

よび糖新生系酵素の活性抑制を招いた報告がある．子実体

については，ハナビラタケのインスリン分泌促進作用24），タ

モギタケの低分子量成分25）やキクラゲの水溶性多糖体26）に

関する研究がある．今回の検討結果は，でんぷん負荷によ

るアラゲキクラゲの血糖上昇抑制作用についての現象を示

した段階であり，従来報告されているこれらの作用機序や

作用成分によるのか，あるいはまったく別の作用によるも

のなのかは不明である．

以上，腸管におけるグルコースの物理的拘束，インスリ

ン分泌，糖輸送や糖代謝への作用を含めて，本研究で見出

されたアラゲキクラゲの血糖上昇抑制作用の機序に関する

検証を進めるとともに，作用成分についても今後，同定を

試みる予定である．一方，発酵バガスや米糠を培地に加え

ることによる血糖抑制作用が，アラゲキクラゲに特徴的な

ものなのかどうかについても他のキノコ種を用いて検討す

る必要がある．

4． 要 約

培地組成を変えて栽培した Auricularia polytricha（アラ

ゲキクラゲ）子実体を，でんぷんと同時にマウスに経口投

与したところ，血糖上昇を抑制する作用に違いが見られた．

特に発酵バガス 75%および米糠 20% を含む培地で栽培し

た子実体の投与により，有意の血糖上昇抑制作用を認めた．

作用機序および関与成分について今後の検討を要するが，

アラゲキクラゲの培地組成が，その子実体が示す血糖上昇

抑制作用に影響を及ぼすことが明らかとなった．

本研究の一部は，平成 26，27 年度科学研究費補助金（課

題番号 26281058）および東洋ツール工業株式会社，株式会

社奄美大島開運酒造の共同研究費で実施した．
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図 1 アラゲキクラゲ栽培における培地条件と血糖上昇抑制

作用

絶食マウスに，試料およびでんぷんを 2000mg/kg投与し，

尾採血の血糖を測定．

上段は投与後の経時変化，下段は曲面下面積（AUC）．

CN：でんぷんのみ，子実体 A1∼A5 の培地条件は表 1参照．
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